
薬事日報　薬学生新聞

　「これからの薬剤師」と言われて、イメージが浮かびますか？
　日本薬学生連盟では今年の５月に薬学生に対する意識調査を
行いました。その結果から、薬学生目線で意見を発信していき
たいと思います。今回は第１弾。
　「これからの薬剤師の仕事像についてイメージできています
か」
　アンケートをとった薬学生の70％が将来の夢に「薬剤師」
と挙げた一方で、この質問に「はい」と答えた薬学生は約半数
でした。２人に１人、一概にこの数字が少ないとは言えません
が、「考えたことがない」という人が「いいえ」の中にはたく
さんいるように感じます。
　薬剤師の活動領域が広がり、より個人のスキルに焦点を当て

た評価に移行する中で、薬剤師一人ひとりの能力の向上が必要であると
思います。そのためには、まず将来現場に出て行く薬学生が、薬剤師の
現状、そして将来について考えてみるべきではないでしょうか。

（日本薬学生連盟2016年度副会長　中川 翼）
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薬学生への意識調査Part. １
これからの薬剤師の仕事像についてイメージできていますか

一般社団法人日本薬学生連盟

　2016年度5月に調査

対象：新入生歓迎会参加者

　１〜６年生（学年母数異なる）

　日本薬学生連盟では2016年度診療報酬
改定を経て、薬学教育委員会でイベントを
開催しました。そのイベントの報告を踏ま
えて、これからの薬剤師、薬学生に対する
考えを薬学教育委員長として述べたいと思
います。

　５月15日に、Study Session Project 
という学生が学生に行う参加型の勉強
会を行いました。テーマは、「診療報
酬改定、かかりつけ薬剤師」です。薬
局と病院からという視点で具体的な改
定点について参加者と一緒に学んでい
きました。薬局では、かかりつけ薬剤
師の算定要件、地域包括ケアシステム
に焦点を置き、病院では、加速化する
チーム医療、病棟業務、ＩＣＵでの薬
剤師などに焦点を置きました。

　学生同士の議論を通して感じたのが、薬
学生が思い描く薬剤師が、対物ではなく、
対人において職能を発揮しているこれから
のあるべき薬剤師の姿だということです。
対物業務も大切ですが、これは薬学生が思
い描き、求めている仕事ではありません。
これは今回の改定でも強く示されました。
薬剤師、薬学生が今回の診療報酬改定から
どのようなメッセージを受け取るかが大切
であると思いました。
　６月４日の講演会では、人口構造の変化、
国家の予算の現状、未来、国民医療費を含
んだ医療の背景から薬剤師という仕事を考
えました。低学年の薬学生にとっては衝撃
的な内容もありました。将来を意識せずに
薬学部で学んでいてはならないということ
が実感できたのではないでしょうか。
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　私は、これからの薬剤師、薬学生は外に
発信していかなくてはならないと考えま
す。受け身になるのではなく、私たちから、
このような職能がある、患者さんにこのよ
うに貢献できるということを医療職、国民、
そして社会に発信しなければなりません。
薬学を学んだ、あるいは学んでいる薬学人
が、力を合わせてエビデンスを作っていく
ことが大切なのです。
　しかし、エビデンスの構築や外への発信
には、その前に多くの吸収が必要です。薬
学生として、大学での机の上での学びに精
を出すのは当然のこと、さらに自ら外に出
ていくべきです。外に出て、自分から動き、
多くのことを学んで、見て聞いて、考えて
ほしいです。そのようなことから、強いエ
ビデンスに基づいた発信ができるのではな
いでしょうか。
　多くの薬学生が変わっていけば、薬学業
界、薬剤師業界、さらには地域における医
療が必ず変わっていきます。今の薬剤師の
先生方、そして周りの薬学生の仲間と一緒
に未来を見据えて、「現在」を超えていき
ましょう。現状に一喜一憂するのではなく、
私たちから進んでいくのです。
　（日本薬学生連盟2016年度薬学教育委員
長　慶應義塾大学４年　田代 渉）

　2016年４月から新しい診療報酬が導入されています。今回の診療報酬改定は、薬

の専門家としての薬剤師やこれから現場に出て行く薬学生が未来の医療の姿について

考える機会となりました。これから薬剤師を取り巻く医療環境は大きく変わると考え

られます。将来の地域包括ケアシステムを意識し、かかりつけ薬剤師など、地域にお

いて活躍する薬剤師、そして薬のプロフェッショナルとして、患者のためのチーム医

療に貢献する病院薬剤師など注目すべき改定点が多くありました。

　薬学生の皆さんは、今回の改定をどう思いましたか。ぜひ、薬学生のうちから「薬

剤師について」を深く考えて下さい。そして、現在だけでなく未来へと目を向けて下

さい。
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